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「私の学校の部活自慢！」というテーマで募集
した、全国の中学生や高校生の作品を収録。夢
や努力、喜び、挫折、仲間など、10代のさま
ざまな思いが込められた「部活魂」を紹介する。

予算内で実現した、インテリアも暮らしやすさ
も大満足の心地いい家を特集。そのほか、DIY
＆建主参加の家づくり、キッチン・ダイニング
中心の家などを豊富な実例で紹介する。

主婦の友社／編 岩波書店編集部／編
『部活魂！』

児
童
書

今月のおすすめ新着本

同期の女刑事が立てこもり事件の人質に。警視
庁捜査一課刑事の宇田川は殺人事件を追いなが
らも、彼女の行方が気にかかる。そんな折、元
同期の蘇我から連絡が入り…。「同期」シリー
ズ第２弾。『小説現代』連載を単行本化。

まほうをかけるのにあきてしまった、まほうつ
かいのおばあさんは、まほうをとく、おばあさ
んになってみました。どんどんまほうをといて
いくと、まあびっくり。いえの中はみんな、ま
ほうをかけられていたのです。小学校1・2年
生から。

今野　敏／著
『欠落』

一
般
書

●長崎っ子の心をみつめる週間にちなんで、特集コーナーを設けています。 
　ぜひ一度読んでみませんか？
●ボランティア募集!!
　つしま図書館では、随時ボランティアさんの募集を行っています。 
　興味のある方は、ぜひカウンターまでお願いします。

香山　美子／著
『赤いマントをほどいた日』

第1巻：閉じかけた子どもの心をノックする-。
親がうつ病にかかったら、子どもはどんな気持
ちになるのでしょう。第2巻：親の離婚は、子
どもになんらかのダメージをあたえます。子ど
もの心の変化を追いながら、子どもへの接し方、
気持ちの受け止め方を描きます。他3巻

ちゅうしゃはいたい。ちゅうしゃはこわい。ち
ゅうしゃなんかだいっきらい。「いますぐ、ここ
からにげだしたい」というぼくのきもちは「に
ゅっ」とからだからぬけだした。注射ぎらいが
治る（？）絵本。穂高順也＆長谷川義史のミラク
ルコンビがおくるホンワカ爆笑ファンタジー。

ベス・アンドリューズ／著 穂高　順也／著
『心をケアする絵本 1～5巻』『ちゅうしゃなんかこわくない』
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古
来
よ
り
多
く
の
外
交
使
節
団
が

対
馬
を
経
由
し
大
陸
へ
渡
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
全
て
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
遣
隋
使

　

日
本
か
ら
大
陸
に
渡
っ
た
7
世
紀

最
初
の
外
交
使
節
団
は
推
古
天
皇
15

年
（
６
０
７
）
の
第
１
回
遣
隋
使
で

す
。
こ
の
時
の
正
使
は
有
名
な
小
野

妹
子
で
す
。
聖
徳
太
子
が
作
成
し
た

国
書
を
隋
の
煬
帝
に
伝
え
、
帰
朝
の

際
に
隋
の
裴
世
清
を
伴
い
帰
国
し
ま

し
た
。
そ
の
経
路
は
隋
↓
百
済
↓

（
中
略
）↓
都
斯
麻
（
対
馬
）
↓
一
支

（
壱
岐
）↓
竹
斯（
筑
紫
）↓（
中
略
）↓

畿
内
と
『
隋
書
』
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
計
６
回
派
遣
さ
れ
、
往
復
と
も

同
経
路
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
、
遣
唐
使

　

舒
明
天
皇
２
年（
６
３
０
）の
第
１

回
派
遣
か
ら
寛
平
６
年（
８
９
４
）の

２
６
４
年
間
に
18
回
遣
使
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
３
度
は
中

止
に
な
り
、
遭
難
、
漂
着
な
ど
の
た

め
長
安
の
都
に
到
着
し
た
の
は
13
回

で
す
。
最
後
の
遣
唐
使
に
任
命
さ
れ

た
菅
原
道
真
は
航
路
の
危
険
と
唐
の

衰
退
・
治
安
の
乱
れ
な
ど
を
理
由
に

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
航
路
は
７
世

紀
に
は
２
隻
で
壱
岐
・
対
馬
を
経
て

朝
鮮
半
島
西
海
岸
を
経
由
し
山
東
半

島
に
上
陸
す
る
北
路
、
８
世
紀
以
降

は
４
隻
で
五
島
列
島
を
最
後
の
寄
港

地
に
東
シ
ナ
海
を
横
断
す
る
南
路
が

取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１

隻
に
は
１
２
０
〜
１
５
０
人
が
乗
り

組
み
、
多
い
時
は
６
０
０
人
に
及
ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

三
、
遣
新
羅
使

　

外
交
使
節
の
派
遣
が
一
番
多
か
っ

た
国
は
新
羅
で
す
。
現
在
の
韓
国
東

南
部
に
興
り
、
６
７
６
年
に
朝
鮮
半

島
を
統
一
し
ま
し
た
。
欽
明
天
皇
32

年（
５
７
１
）以
後
、
元
慶
６
年（
８
８

２
）に
至
る
３
１
２
年
間
に
45
回
、

新
羅
へ
使
節
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

天
智
天
皇
２
年（
６
６
３
）に
白
村
江

の
海
戦
で
唐
・
新
羅
に
敗
れ
ま
し
た

が
、
国
交
は
急
速
に
回
復
し
、
金
田

城
築
城（
天
智
天
皇
６
年
）の
翌
年
か

ら
使
節
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
『
万

葉
集
』
巻
15
に
は
天
平
８
年（
７
３

６
）の
６
月
に
難
波
を
出
航
し
た
大

使
阿
倍
継
麻
呂
一
行
が
詠
ん
だ
歌
が

１
４
５
首
残
っ
て
い
ま
す
。
対
馬
で

は
風
待
ち
を
し
て
停
泊
し
て
い
た
時

に
詠
ま
れ
た
歌
が
あ
り
、
浅
茅
浦

（
湾
）、浅
茅
山（
大
山
嶽
）竹
敷
浦
な

ど
名
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
対
馬
の

娘
子
、
玉
槻
と
使
節
と
の
心
を
交
わ

し
た
歌
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

各
使
節
団
は
対
馬
の
ど
の
辺
り
を

通
り
大
陸
へ
ま
た
は
壱
岐
へ
渡
っ
た

の
か
史
料
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
在
の
小
船
越
を
通
過
し
た
と
の
説

が
有
力
で
す
。
壱
岐
よ
り
対
馬
へ
の

航
路
は
浅
茅
山
を
目
印
と
し
小
船
越

の
東
海
岸
に
船
を
着
け
、
人
と
荷
物

を
西
海
岸
の
入
江
ま
で
移
動
し
船
を

乗
り
換
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
外
交
使
節
団

が
対
馬
よ
り
、
ま
た
は
大
陸
か
ら
対

馬
を
経
由
し
て
目
的
地
へ
と
海
を
渡

り
ま
し
た
。
今
で
は
安
全
に
航
海
で

き
ま
す
が
往
時
は
命
が
け
で
し
た
。

船
が
難
破
し
無
事
に
任
務
を
果
た
せ

ず
、
目
的
地
に
到
着
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
時
に

は
古
代
の
外
交
使
節
団
の
労
苦
を
思

い
、
浅
茅
湾
を
眺
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

『
対
馬
を
渡
っ
た
使
節
団
』

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介

対
馬
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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万葉歌碑・金比羅神社

『はじめての家づくり  №20』

引
用
・
参
考
文
献

長
崎
県
史（
古
代
・
中
世
編
）１
９
８
０

岩
波
日
本
史
辞
典 
１
９
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け
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ず
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は
く
す
き
の
え

す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね
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